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賃貸不動産経営管理士認定証書

柳沼 正利
生 年 月 日

登 録 番 号

登録年月日

交付年月日

昭和35年 3月 24日

(1)000868
令和3年 5月 13日

令和3年 12月 15日

令和9年 3月 31日有 効 期 限

貴殿は、賃貸住宅の管理業務等の適正化に関する法律に基づく業務管理者の要件を備え、

法令及び下記の倫理憲章を遵守し、誠実かつ公正に職務を行うことを誓いましたので、

賃貸不動産経営管理士として認定します。
国土交通大臣登録機関

一般社団法人 賃貸不動産経営管理士協議会

会長 媛 水  久

倫理憲章
賃貸不動産経営管理士は賃貸不動産所有者、居住者、投資家等のステークホルダーおよび賃貸管理業界との間に確かな
信頼関係を構築することにより、その社会的使命を全うする役割を担つている。

そのために、各々が高い自己規律に基づき、誠実公正な職務を遂行するとともに、依頼者の信頼に応えられる高度な業務
倫理を確立しなければならない。

ここに、賃貸不動産経営管理士の社会的地位の向上、社会的信用の確立と品位保持、資質の向上を図るため、賃貸不動産
経営管理士倫理憲章を制定する。

f.公共的使命

賃貸不動産経営管理士のもつ、公共的使命を常に自覚し、公
正な業務を通して、公共の福祉に貢献する。

2.法令の遵守と信用保持
賃貸不動産経営管理士は関係する法令とルールを遵守し、賃

貸不動産管理業に対する社会的信用を傷つけるような行為、

および社会通念上好ましくないと思われる行為を厳に慎む。

θ.信義誠実の義務

賃貸不動産経営管理士は、信義に従い誠実に職務を執行す

ることを旨とし、依頼者等に対し重要な事項について故意に

告げず、又は不実のことを告げる行為を決して行わない。

イ.公正と中立性の保持

賃貸不動産経営管理士は常に公正で中立な立場で職務を行
い、万―紛争等が生じた場合は誠意をもつて、その円満解決
に努力する。

5.専門的サービスの提供および自己研鑽の努力

賃貸不動産経営管理士はあらゆる機会を活用し、賃貸不動産

管理業務に関する広範で高度な知識の習得に努め、不断の

研鑽により常に能力、資質の向上を図り、管理業務の専門家

として高い専門性を発揮するよう努力する。

δ.能力を超える業務の引き受け禁止

賃貸不動産経営管理士は、自らの能力や知識を超える業務の

引き受けはこれを行わない。

Z秘密を守る義務
賃貸不動産経営管理士は、職務上知 り得 た秘密を正 当な

理 由な く他 に漏 らしてはならない。その職務 に携わ らな

くなつた後も同様とする。


